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鈴
木
雨
香

〈資
料
紹
介
〉

『
雨
香
文
集
』

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、

「武
蔵
野
大
学
日
本
文
学
研
究
所
紀
要
j

第
3
号
（
二
〇

一
六
年
三
月
）
、
同
第
4
号
（
二
0
一
七
年
三
月
）
掲
載
の
拙
稿

「鈴
木

雨
香

『雨
香
文
集
」
翻
刻
と
注
釈

（上）」、

「
同
（
中
）
」
を
承
け
、
引
き

続
き

『雨
香
文
集
』
の
翻
刻
と
注
釈
を
行
う
。
今
回
は
、

拙
稿
「
翻
刻
と

注
釈
（
上
）
」
に
掲
げ
た
目
次
で
言
え
ば
、

「
26

松
岡
軍
曹
墓
誌
銘
」
か

ら
巻
末
の
「
38

永
楽
園
記
」
ま
で
を
取
り
上
げ
る。

な
お
、
翻
刻
に
際
し
て
の
方
針
な
ど
は
前
稿
、
前
々
稿
に
準
じ
、
煩
雑

に
な
る
こ
と
を
避
け
て
こ
こ
に
は
繰
り
返
さ
な
い
。
前
掲
拙
稿
「
翻
刻
と

注
釈
（
上
）
」
に
掲
げ
た
凡
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。

翻
刻
と
注
釈
に
入
る
前
に
、
前
稿
「
翻
刻
と
注
釈

（中
）
」
に
つ
い
て
、

発
表
後
に
気
付
い
た
誤
り
を

1
か
所
訂
正
し
て
お
く
。

前
稿
82
ペ
ー
ジ
上
段

3
1
5
行
目
で
、
「
静
雲
堂
主
人
は
仙
台
の
11
りげ

伊
勢
氏
の
屋
号
」
と
書
い
た
の
は
誤
り
。
屋
号
は
伊
勢
屋
で
あ
る
。
ま
た
、

続
け
て

「
こ
こ

で
言
う
主
人
が
何
代
の
誰
を
指
す
の
か
未
詳
」
と
し
た
が
、

菊
田
定
郷
「
仙
台
人
名
大
辞
書
』（
歴
史
図
書
社
、

一
九
七
四
年
）
に
出

26

松
岡
軍
曹
墓
誌
銘

松
岡
軍
曹
、
名
佑
也、

本
姓
吉
田
氏
。
父
名
英
治
、
為
船
岡
邑
主
柴
田
氏

旧
臣
。
母
名
梅
、
松
岡
氏
。
軍
曹
幼
為
伯
父
啓
橘
君
所
養
、
冒
松
岡
氏
。

入
岩
沼
小
学
校
、
卒
業
入
宮
城
県
第
一
中
学
校
、
罹
病
廃
学
。
為
小
学
准

訓
祁
、
奉
職
心
巻
小
学
校
。
明
治
三
十
三
年
、
徴
入
陸
軍
歩
兵
第
四
迪
隊
。

無
幾
幻
じ
咎
兵
。
三
十
七
年

一
月
、
命
戸
山
陸
軍
兵
学
校
人
学
。
会
明
治

•• 
i
'し
、
八
年
役
起
、
縦
野
戦
隊
出
征
。
五
月
、
自
嗚
緑
江
転
戦
鳳
凰
城

語
地
、
参
加
遼
陽
沙
河
等
大
戦
。
八
月
、
為
伍
長
。
十

一
月
、
為
軍
曹
。

．．．
 

卜
八
墾
一一
月

一
日
、
会
奉
天
総
攻
撃
、
進
戦
紅
士
嶺
之
険
。
挺
身
隧
兵
、

翻
刻
と
注
釈

＊
 

＊ 
（下）

＊
 

載
が
あ
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
た
。
併
せ
て
「
静
雲
堂
主
人
は
仙
台
の

卦
耕
、
伊
勢
屋
安
右
衛
門
の
四
代
目
、
通
称
斎
助
(
-
八
五
六
ー
？
）
。

情
祟
倣
は
そ
の
号
。（
「仙
台
人
名
大
辞
書
」
）」
と
訂
正
し
た
い
。

以
ド
、

今
回
取
り
上
げ
る
作
品
の
翻
刻
と
注
釈
に
移
る
。

三
浦

朗
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賜
金
頚
章

指
揮
甚
努
。
偶
為
流
弾
所
中
、
貰
通
其
頭
部
。
創
甚
不
屈
、
呼
部
兵
日
、

勿
使
敵
兵
逸
。
言
詑
而
絶
。
距
其
明
治
十
五
年
、
得
年
二
十
五
。
即
日
叙

功
七
級
、
賜
金
鵡
勲
章
。
更
叙
勲
七
等
、
賜
青
色
桐
葉
章
併
金
百
円
。
葬

干
高
福
寺
先
登
之
次
。
法
諮
曰
照
嶺
院
忠
剛
義
烈
居
士
。
未
姿
。
余
於
啓

橘
君
為
同
窓
之
友
。
軍
曹
与
賎
息
為
莫
逆
之
友
。
父
子
宿
誼
如
此
。
碑
銘

之
請
寧
可
辞
哉
。
攪
涙
作
銘
。
銘
曰
、

褒
屍
馬
革
武
名
維
楊
叙
功
七
級

夫
何
憐
配
祀
霊
廟
百
世
流
芳

松
岡
軍
曹
の
墓
誌
銘

松
岡
軍
曹
、
名
は
倍
也
、
本
姓
吉
田
氏
な
り
。
父
の
名
は
英
治
、
船
岡
邑

主
柴
田
氏
の
旧
臣
な
り
。
丹
の
名
は
梅
、
松
岡
氏
な
り
。
軍
曹
幼
く
し
て

伯
父
啓
橘
君
の
養
ふ
所
と
な
り
、
松
岡
氏
を
冒
す
。
岩
沼
小
学
校
に
入
り
、

卒
業
し
て
宮
城
県
第

一
中
学
校
に
入
る
も
、
病
に
罹
り
学
を
廃
す
。
小
学

准
訓
導
と
な
り
、
石
巻
小
学
校
に
奉
職
す
。
明
治
＿
二
十
三
年
、
徴
せ
ら
れ

て
陸
軍
歩
兵
第
四
連
隊
に
入
る
。
幾
ば
く
も
無
く
し
て
上
等
兵
と
な
る
。

三
十
七
年

一
月
、
戸
山
陸
軍
兵
学
校
人
学
を
命
ぜ
ら
る
。
明
治
一
二
十
七
、

八
年
の
役
の
起
く
る
に
会
し
、
野
戦
隊
に
編
せ
ら
れ
て
出
征
す
。
五
月
、

鴨
緑
江
よ
り
鳳
凰
城
の
諸
地
を
転
戦
し
、
遼
陽
、
沙
河
等
の
大
戦
に
参
加

す
。
八
月
、
伍
長
と
な
る
。
十
一
月
、
軍
曹
と
な
る
。
三
十
八
年
三
月
一

日
、
奉
天
総
攻
敷
に
会
し
、
紅
士
磁
の
険
を
進
戦
す
。
身
を
挺
し
て
兵
を

麿
き
、
指
揮
甚
だ
務
む
。
偶
々
流
弾
の
中
る
所
と
な
り
、
其
の
頭
部
を

貫
通
す
。
創
甚
だ
し
き
に
屈
せ
ず
、
部
兵
を
呼
び
て
曰
く
、
敵
兵
を
し
て

を

逸
せ
し
む
る
こ
と
な
か
れ
と
。
言
い
記
は
り
て
絶
す
。
其
れ
明
治
十
五
年

死
得
其
所

丈

を
距
つ
る
こ
と
、
得
て
年
二
十
五
。
即
日
功
七
級
に
叙
せ
ら
れ
、
金
弟
勲

章
を
賜
る
。
更
に
勲
七
等
に
叙
せ
ら
れ
、
青
色
桐
葉
章
併
び
に
金
百
円
を

賜
る
。
高
福
寺
の
先
埜
の
次
に
葬
る
。
法
諮
を
照
嶺
院
忠
闊
義
烈
居
士
と

日
ふ
。
未
だ
要
ら
ず
。
余
、
啓
橘
君
に
於
い
て
同
窓
の
友
た
り
。
軍
曹
と

賤
息
と
莫
逆
の
友
た
り
。
父
子
宿
誼
あ
る
こ
と
此
く
の
如
し
。
碑
銘
の
請
、

い
づ
く寧

ん
ぞ
辞
す
べ
け
ん
や
。
涙
を
撹
し
て
銘
を
作
す
。
銘
し
て
日
＜
、

つつ

屍
を
馬
革
に
衷
み
武
名
維
れ
揚
が
る
功
七
級
に
叙
せ
ら
れ
金

哉
章
を
賜
る
死
し
て
其
の
所
を
得
丈
夫
何
ぞ
傷
ま
ん
霊
廟
に

配
祀
し
百
世
に
流
芳
す

＊
「
船
岡
邑
主
柴
田
氏
」
…
伊
達
家
十
四
世
植
宗
の
代
か
ら
仕
え
、
伊
達

家
臣
団
で

一
門
に
次
ぐ
一
家
の
家
格
を
持
つ
。

「

准
訓
導
」

．．
．
 
准
教

員
の
こ
と
。
小
学
校
令
（
明
治
二
十
三
年
）
に
基
づ
く
。

「
戸
山
陸

軍
兵
学
校
」
…
正
し
く
は
陸
軍
一戸
山
学
校
。

「
明
治
三
十
七
、
八
年

之
役
」
…
日
露
戦
争
。

「
税
緑
江
」
・・・中
国
国
境
沿
い
を
流
れ
る
川
。

日
露
戦
争
最
初
の
戦
地
。

「
鳳
凰
城
」
・
・
・
現
在
の
中
国
遼
寧
省
丹
東

市
内
の
鳳
城
市
付
近
。

「
遼
陽
、
沙
河
等
大
戦
」
．．． 

遼
陽
は
遼
寧
省

中
部
の
都
市
、
沙
河
は
同
省
南
部
を
流
れ
る
川
。
い
ず
れ
も
日
露
戦
争

の
戦
地
。

「
奉
天
」
…
現
在
の
遼
寧
省
藩
陽
市
。
日
露
戦
争
最
大
の

激
戦
地
。
「
紅
土
嶺
」
…
奉
天
付
近
の
高
地
。
「
麿
兵
」
．．． 

兵
を
指

揮
す
る
。

「創
」
．．． 
傷
。

「

部
兵
」
…
部
隊
に
同
じ
。

「

金
鶏
章
」

…
戦
前
の
日
本
で
軍
人
に
与
え
ら
れ
た
勲
章。

功

一
級
か
ら
七
級
ま
で

あ
る
。

「
吾
色
桐
葉
章
」
…
旭
日
章
の
勲
七
等
。

「
攪
涙
」
・:
「撹」

は
取
る
、
つ
か
む
の
意。

こ
こ
は
、
涙
を
払
う
く
ら
い
の
意
か
。

「流
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27

翠
鳳
菱
沼
君
墓
表

美
竹
翁
在
岩
沼
也
、
郷
人
入
其
門
者
数
人
。
翠
鳳
菱
沼
君
独
有
出
藍
之
誉

云
。
君
諒
元
舒
。
初
称
陽
輔
、
後
改
平
治
。
号
翠
鳳
、
又
燕
翼
堂
。
父
名

東
作
、
母
早
坂
氏
。
世
仕
岩
沼
邑
主
古
内
氏
。
君
以
天
保
十
二
年
九
月
一
―

十
三
日
生
。
幼
有
器
局
。
受
経
史
子
只
野
探
軒
先
生
、
新
陰
流
兵
法
千
狭

川
氏
、
柳
心
甲
冑
流
柔
術
子
富
山
氏
。
仕
自
小
姓
、
歴
目
付
公
用
人
、
ポ

町
扱
。
維
新
後
、
為
岩
沼
町
吏
。
皆
称
其
職
。
余
暇
画
墨
竹
、
以
為
楽
。

風
枝
雨
菓
頗
極
湘
江
澳
澳
之
趣
。
又
善
手
工
。
竹
木
骨
角
之
属
、

一
経
其

手
則
各
随
其
材
成
器
成
財
、
皆
適
其
用
。
且
愛
養
盆
舟
、
修
枝
盤
幹
存
自

然
之
風
趣
云
。
偶
病
腸
胃
、
荏
蒋
不
怪
。
以
明
治
三
十
九
年
十
一
月
十
日

逝
。
年
六
十
六
。
葬
法
常
寺
先
登
之
次
。
法
論
曰
尚
徳
院
瑞
雲
翠
鳳
居
士
。

初
姿
只
野
氏
、

生
長
子
坦
治
、
長
女
江
幾
、
二
女
江
以
。
阻
子
先
没
。
継

要
高
澤
氏
、

生
二
子
直
道
、

三
子
醇
也
、
四
子
欽
也
。
有
故
大
帰
。
後
姿

岩
淵
氏
、
生
五
子
亨
、
六
子
章
、

三
女
以
久
代
。
直
道
承
家
、
為
海
軍
兵

曹
長
。
現
在
横
須
賀
鎮
守
府
。
門
人
大
友
左
五
郎
等
将
表
其
墓
、
来
請
余

文
。
余
与
君
同
郷
貰
誼
、
不
可
辞
。
叙
其
梗
概
如
此
゜

翠
鳳
菱
沼
君
の
墓
表

美
竹
翁
岩
沼
に
在
る
や
、
郷
人
其
の
門
に
入
る
者
数
人
あ
り
。
翠
鳳
菱
沼

君
独
り
出
藍
の
誉
有
り
と
云
ふ
。
君
、
諒
は
元
舒
。
初
め
は
陽
輔
と
称
し
、

後
に
平
治
と
改
む
。
号
は
翠
鳳
、
又
燕
翼
堂
。
父
の
名
は
東
作
、
母
は
早

芳
」
…
後
世
に
名
声
が
伝
わ
る
。

坂
氏
な
り
。
世
々
岩
沼
邑
主
古
内
氏
に
仕
ふ
。
君
、
天
保
十
二
年
九
月
二

十
三
日
を
以
て
生
ま
る
。
幼
く
し
て
器
局
有
り
。
経
史
を
只
野
採
軒
先
生

に
、
新
陰
流
兵
法
を
狭
川
氏
に
、
柳
心
甲
冑
流
柔
術
を
富
山
氏
に
受
く
。

仕
ふ
る
に
小
姓
よ
り
、
目
付
、
公
用
人
を
歴
て
、
町
扱
に
至
る
。
維
新
後
、

岩
沼
町
吏
と
な
る
。
皆
な
其
の
職
を
称
す
。
余
暇
に
墨
竹
を
画
き
、
以
て

楽
と
為
す
。
風
枝
雨
葉
頗
る
湘
江
洪
澳
の
趣
を
極
む
。
又
、
手
主
を
善
＜

し
、
竹
木
骨
角
の
属
、
一
た
び
其
の
手
を
経
れ
ば
則
ち
各
々
其
の
材
に
随

ひ
、
器
と
な
り
、
財
と
な
り
、
皆
な
其
の
用
に
適
ふ
。
且
つ
盆
井
を
愛
養

し
、
修
枝
盤
幹
、

自
然
の
風
趣
を
存
す
と
云
ふ
。
偶
々
腸
胃
を
病
み
、
荏

肖
と
し
て
控
え
ず
。
明
治
―-
．
十
九
年
十

一
月
十
日
を
以
て
逝
く
。
年
六
十

六
。
法
常
寺
の
先
埜
の
次
に
葬
る
。
法
諮
を
尚
徳
院
瑞
雲
翠
鳳
居
士
と
日

ふ
。
初
め
只
野
氏
を
姿
り
、

長
子
坦
治
、

長
女
江
幾
‘

―
―
女
江
以
を
生
む
。

母
子
先
に
没
す
。
継
い
で
高
澤
氏
を
姿
る
。

二
子
直
道
、

三
子
醇
也
、
四

子
欽
也
を
生
む
。
故
有
り
て
大
帰
す
。
後
に
岩
淵
氏
を
嬰
る
。
ガ
子
亨
、

六
子
意
、

一二
女
以
久
代
を
生
む
。
直
道
家
を
承
く
。
海
軍
兵
曹
長
と
な
り
、

現
に
横
須
賀
鎖
守
府
に
在
り
。
門
人
大
友
左
五
郎
等
、
将
に
其
の
墓
を
表

せ
ん
と
し
て
、

来
た
り
余
の
文
を
請
ふ
。
余
、
君
と
郷
貰
を
同
じ
く
す
る

誼
あ
り
。
辞
す
べ
か
ら
ず
。
其
の
梗
概
を
叙
す
る
こ
と
此
く
の
如
し
。

＊
「美
竹
翁
」
．．． 
伝
未
詳
。「
22

菊
庵
吉
田
先
生
遺
徳
碑
」
に
見
え
る

「美

竹
尼
桶
」
と
同
一
人
物
か
。

「
翠
鳳
菱
沼
君
」
．．． 
伝
未
詳
。

「
器
局
」

．．． 
器
址
に
同
じ
。

「
只
野
楳
軒
先
生
」
…
只
野
欽
吾

(
-
八

0
八
＼

一
八
七

0
)。
楳
軒
は
そ
の
号
。
代
々
学
者
と
し
て
古
内
家
に
仕
え
た
。

「
狭
川
氏
」
・・・柳生
宗
矩
に
新
陰
流
を
学
ん
だ
狭
川
助
直
（

一
六
四

一
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ー

一
六
九
五
）
以
来
、
代
々
仙
台
藩
で
剣
術
師
範
役
を
務
め
る
。
（
『仙

台
人
名
大
辞
書
』
）
「
富
山
氏
」
…
伝
未
詳
。
「
墨
竹
」
…
墨
だ
け
で

描
く
竹
の
絵
。

「
湘
江
澳
澳
之
趣
」

．．． 
湘
江
は
湘
水
。
洪
澳
は
洪
水

の
湾
曲
し
た
と
こ
ろ
。
い
ず
れ
も
中
国
有
数
の
名
勝
地
。

「
盆
丹
」

…
盆
栽
に
同
じ
。

「
修
枝
盤
幹
」
…
「
修
」
は
立
派
、
「
盤
」
は
曲
が

り
く
ね
る
さ
ま
。
盆
栽
の
見
事
な
枝
ぶ
り
。
「
先
埜
」
…
先
祖
の
墓
゜

「
大
帰
」

．．． 
離
縁
し
て
実
家
に
帰
る
。

「鎖
守
府
」

．．．
 
戦
前
、
日
本
海

軍
が
拠
点
と
し
た
機
関
・
施
設
。

一
郷
貫
」

．．． 
故
郷
。

28

陸
軍
歩
兵
上
等
兵
齋
新
作
墓
表

陸
軍
歩
兵
上
等
兵
齋
新
作
、
名
取
郡
岩
沼
人
、
齋
左
蔵
次
子
。
明
治
一二
十

四
年
、
入
歩
兵
第
四
連
隊
。
三
十
六
年
十
二
月
、
為
上
等
兵
。
三
十
七
年

三
月
、
従
軍
至
韓
国
鎮
南
浦
。
以
来
転
戦
於
九
連
城
、
鳳
凰
城
、
口
子
溝
、

黒
英
台
、
遼
陽
諸
地
。
三
十
八
年
自
二
月
至
十
月
、
或
守
備
或
加
戦
闘
、

鋏
嶺
、
翁
家
塞
子
、
二
通
溝
、
周
家
裔
等
諸
地
転
営
。
十
二
月
、
凱
旋
゜

三
十
九
年
一
月
、
編
入
予
備
役
。
四
月
、
拠
戦
功
叙
勲
八
等
、
賜
白
色
桐

葉
章
。
又
叙
功
七
級
、
賜
金
鶏
勲
章
、
年
金
百
円
、
並
従
軍
記
章
。
四
十

四
年
九
月
二
十
一
日
、
以
病
没
。
年
三
十
一
。
法
溢
日
勇
徳
軒
義
彰
通
英

居
士
。
翌
旦
理
佐
藤
氏
、
不
諧
。
後
不
復
要
。

陸
軍
歩
兵
上
等
兵
齋
新
作
の
墓
表

陸
軍
歩
兵
上
等
兵
齋
新
作
は
、
名
取
郡
岩
沼
の
人
、
齋
左
蔵
の
次
子
な
り
。

明
治
三
十
四
年
、
歩
兵
第
四
連
隊
に
入
る
。
一
二
十
六
年
十
二
月
、
上
等
兵

と
な
る
。
三
十
七
年
三
月
、
従
軍
し
輯
国
鎮
南
浦
に
至
る
。
以
来
、
九
連

城
、
鳳
凰
城
、
口
子
溝
、
黒
英
台
、
遼
陽
の
諸
地
を
転
戦
す
。

三
十
八
年

二
月
よ
り
十
月
に
至
り
、
或
は
守
備
し
、
或
は
戦
闘
に
加
わ
り
、
鋏
嶺
、

翁
家
塞
子、

二
通
溝
、
周
家
商
等
の
諸
地
を
転
営
す
。
十
二
月
、
凱
旋
す
。

三
十
九
年
一
月
、
予
備
役
に
編
入
せ
ら
る
。
四
月
、
戦
功
に
拠
り
勲
八
等

に
叙
せ
ら
れ
、
白
色
桐
葉
章
を
賜
る
。
又
功
七
級
に
叙
せ
ら
れ
、
金
鵠
勲

章
、
年
金
百
円
、
並
び
に
従
軍
記
章
を
賜
る
。
四
十
四
年
九
月
二
十
一
日
、

病
を
以
て
没
す
。
年
三
十

一。

法
溢
を
勇
徳
軒
義
彰
通
英
居
士
と
曰
ふ
。

亘
理
佐
藤
氏
を
要
る
も
諧
せ
ず
。
後
復
た
要
ら
ず
。

＊
「
齋
新
作
」
…
伝
未
詳
。

「
韓
国
鎮
南
浦
」
…
現
在
の
北
朝
鮮
西
部

に
あ
る
南
浦
市
。
日
清
戦
争
以
降
日
本
軍
が
兵
姑
基
地
と
し
て
い
た
。

「
九
連
城
、
鳳
凰
城
、
口
子
溝
、
黒
英
台
、
遼
陽
諸
地
」

．．． 
鳳
凰
城
、

遼
陽
は
既
出
。
黒
英
台
は
黒
溝
台
か
。
「
口
子
溝
」

(
1
文
字
判
読
不
能
）

は
未
詳
だ
が
、
い
ず
れ
も
日
露
戦
争
の
戦
地
。

「鋏
嶺
、
翁
家
塞
子
、

二
通
溝
、
周
家
商
等
諸
地
」
・
：
同
じ
く
日
露
戦
争
の
戦
地
。

「
白
色

桐
葉
章
」

．．． 
旭
日
章
の
勲
八
等
。

「

金
頚
勲
章
」
．．． 
既
出
の
金
瘍
章

に
同
じ
。

「
従
軍
記
章
」

．．． 
従
軍
し
た
者
を
顕
彰
す
る
懃
章
。

29

奉
告
明
治
天
皇
陛
下
文

維
大
正
二
年
七
月
二
十
九
日
、
即
以
明
治
天
皇
陛
下
一
周
年
祭
日
、
前
一

日
随
仏
氏
逮
夜
之
例
、
僧
臣
黒
木
大
秀
等
奉
修
一
周
年
忌
法
会
於
大
乗
山

法
常
寺
。
布
臣
鈴
木
省
三
、
誠
恐
誠
愧
頓
首
頓
首
、
奉
告
之
以
文
曰
、
伏
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惟
陛
下
不
予
之
報

一
出
、
楓
哀
上
下
恐
憫
、
祈
請
百
神
庶
幾
平
癒
。
代
欲

以
身
。
終
無
其
験
、
返
登
蒼
受
。
普
天
之
下
率
土
之
浜
、
慟
天
哭
地
。
音

喪
双
親
條
。
忽
一
歳
。
荻
遇
其
辰
哀
慕
聖
徳
、
悲
痛
更
新
。
微
臣
謹
挙
型

恩
及
我
私
者
三
以
累
。
奉
告
之
詞
日
、
明
治
J
L
年
夏
、
龍
車
東
巡
留
騨
於

仙
台
也
。
将
臨
幸
共
立
病
院
、
而
院
舎
狭
陰
以
無
容
儀
使
之
余
地
、
木
戸

内
閣
顧
問
奉
命
代
臨
、
視
察
内
外
具
状
。
陛
下
喜
職
員
当
事
精
励
且
組
織

得
宜
、
賜
金
三
十
円
。
微
臣
以
列
医
員
之
末
辱
其
分
賜
。
是
其

一
也
。
明

治
二
十
七
、
八
年
之
役
、
応
召
拝
陸
軍
省
傭
医
補
第
二
師
団
工
兵
第
二
大

隊
補
充
中
隊
附
仮
行
箪
医
之
職
。
役
後
賜
金
二
十
円
並
従
軍
記
章
。
是
其

二
也
。
明
治
一
二
十
四
年
秋
、
陛
下
統
監
陸
軍
大
演
習
於
栗
原
郡
之
野
也
。

微
臣
以
宮
城
県
検
疫
官
、
監
督
行
営
近
傍
及
行
幸
沿
道
之
衛
生
事
項
。
亦

復
賜
金
若
千
。
是
其
一二
也
。
此
三
者
未
曽
不

―
H
往
来
於
郎
懐
、
而
今
也

哀
奉
答
之
無
期
。
徒
嗚
咽
流
悌
而
已
。
感
極
思
切
、
不
覚
累
蕪
言
、
冒
涜

霊
位
。
陛
下
在
天
之
尊
霊
只
賜
照
鑑
。
誠
恐
誠
愧
頓
首
頓
首

明
治
天
皇
陛
下
に
奉
告
す
る
文

維
れ
大
正
二
年
七
月
二
十
九
日
は
、
即
ち
明
治
天
皇
陛
下

一
周
年
祭
日
た

る
を
以
て
、
前
一
日
、
仏
氏
の
逮
夜
の
例
に
随
ひ
、
僧
臣
黒
木
大
秀
等
一

周
年
忌
法
会
を
大
乗
山
法
常
寺
に
於
い
て
奉
修
す
。
布
臣
鈴
木
省
三
、
誠

お
も

恐
誠
恨
頓
首
頓
首
、
奉
告
の
文
を
以
て
日
く、

伏
し
て
惟
ふ
に
陛
下
不
予

の
報
一
た
び
出
で
、
楓
痰
上
下
恐
憚
し
、
百
神
に
祈
請
し
て
平
癒
を
庶
幾

す
。
代
ふ
る
に
身
を
以
て
せ
ん
こ
と
を
欲
す
。
終
に
其
の
験
無
く
、
代
11文

に
返
登
す
。
普
天
之
下
、
率
士
之
浜
、
慟
天
哭
地
し
｀
営
だ
双
視
の
條
に

こ
こ

喪
す
る
の
み
。
忽
ち

一
歳
、
姓
に
其
の
辰
に
遇
ひ
、
聖
徳
を
哀
悩
し
、
悲

痛
を
更
新
す
。
微
臣
、
謹
ん
で
聖
恩
の
我
私
に
及
ぶ
者
を
挙
ぐ
る
に
三
を

か
さ

以
て
累
ぬ
。
奉
告
の
詞
に
日
く
、
明
治
九
年
夏
、
龍
車
東
巡
し
騨
を
仙
台

に
留
む
。

将
に
共
立
病
院
に
臨
幸
せ
ん
と
す
る
も
、
院
舎
狭
陰
に
し
て
儀

使
を
容
る
る
の
余
地
無
き
を
以
て
、
木
戸
内
閣
顧
問
奉
命
し
て
代
臨
し
、

内
外
の
具
状
を
視
察
す
。
陛
下
、
職
員
の
事
に
当
た
る
に
精
励
し
、
且

つ

組
織
の
宜
し
き
を
得
る
を
嘉
し
、
金
三
十
円
を
賜
る
。
微
臣
、
医
員
の
末

か
た
じ
＂

に
列
す
る
を
以
て
其
の
分
賜
を
辱
な
く
す
。
是
れ
其
の
一
な
り
。
明
治

二
十
七
、
八
年
の
役
に
、
応
召
し
て
陸
軍
省
傭
医
補
第
二
師
団
工
兵
第
二

大
隊
補
充
中
豚
附
仮
行
軍
医
の
職
を
拝
す
。
役
後
、
金
二
十
円
、
並
び
に

従
軍
記
章
を
賜
る
。
是
れ
其
の
二
な
り
。
明
治
三
十
四
年
秋
、
陛
下
、
陸

軍
大
演
習
を
架
原
郡
の
野
に
於
い
て
統
監
す
。
微
臣
、
宮
城
県
検
疫
官
た

る
を
以
て
、
行
営
近
傍
、
及
び
行
幸
沿
道
の
衛
生
事
項
を
監
督
す
。
亦
た

復
た
金
若
千
を
賜
る
。
是
れ
其
の
三
な
り
。
此
の
三
者
、
未
だ
曽
て
一
日

し
か

も
祁
懐
に
於
い
て
往
来
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
而
も
今
や
奉
答
の
期
無
き
を

哀
し
む
。
徒
だ
嗚
咽
流
悌
す
る
の
み
。
感
極
ま
り
思
ひ
切
に
し
て
、
覚
え

ず
蕪
言
を
累
ね
、
霊
位
を
冒
涜
す
。
陛
下
在
天
の
尊
霊
、
ロ
ハ
だ
照
鑑
を
賜

ら
ん
こ
と
を
。
誠
恐
誠
愧
頓
首
頓
首
。

＊
「
逮
夜
」
：
•
仏
教
で
、
命H
の
前
夜

。

精
進
潔
斎
し
て
故
人
を
供
養
す

る
。

「
布
臣
」
…
無
官
の
者
、
庶
民
。
布
衣
。

「

不
予
」
…
天
子
の

病
気
を
憚
っ
て
言
う
語
。

「
楓
痰
」
…
天
子
の
い
る
宮
殿
。

「蒼
斐
」

... EIJ
空
。

「

返
登
」
：
＇
天
上
に
昇
り
神
仙
と
な
る
。
転
じ
て
、
死
の

婉
曲
表
現
。
「
普
天
之
下
率
土
之
浜
」

．．． 

空
の
下
、

地
の
続
く
限
り
。

令
枇
界
。（
「孟
子
』
万
章
上
）

「
喪
双
親
條
」

．．．
 
養
老
令
で
は
、

天
皇
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崩
御
時
の
服
喪
期
間
を
、
父
母
の
場
合
と
同
じ
一
年
と
規
定
す
る
。
（
『日

本
思
想
大
系
律
令
』
）
「
龍
車
」
…
天
子
の
乗
る
車
。

「騨
」
…
赤

毛
の
馬
。

「
共
立
病
院
」
…
明
治
五
年
に
開
設
さ
れ
た
私
立
病
院
。

現
在
の
東
北
大
学
医
学
部
付
属
病
院
の
前
身
。

「木
戸
内
閣
顧
問
」

・
・
・
木
戸
孝
允
(
-
八
三
一―
―
ー
一
八
七
七
）
。

「
明
治
二
十
七
、
八
年
之

役
」
…
H
清
戦
争
。

「

郡
懐
」
…
自
分
の
意
見
、
胸
中
の
思
い
を
謙

遜
し
て
言
う
語
。

30

薬
師
如
来
像
命
背
記

薬
師
如
来
霊
徳
在
医
薬
。
医
師
薬
剤
師
等
宜
尊
信
也
。
岩
沼
町
薬
剤
師
、

勲
六
等
小
野
栄
之
助
使
平
田
某
造
薬
師
如
来
尊
像

一
躯
。
取
材
於
香
珍
木
。

伊
具
郡
西
根
村
高
倉
阿
弥
陀
堂
建
築
余
材
、
而
実
千
年
之
旧
物
云
。
乃
納

之
於
竹
駒
寺
内
薬
師
堂
、
以
表
尊
信
之
意
也
。
因
憶
、
先
師
石
田
道
隆
、

毎
年
以
正
月
八
日
修
神
農
祭
、
又
以
此
日
詣
木
下
薬
師
堂
。
以
為
例
。
亦

表
尊
信
之
意
也
。
余
謂
是
不
営
医
師
薬
剤
師
尊
信
之
、
抱
疾
患
服
薬
餌
者

亦
尊
信
之
、
則
其
有
霊
験
也
、
無
疑
突
。
及
作
翁
背
記
、
併
及
此
事
。
云゚

薬
師
如
来
像
翁
背
記

薬
師
如
来
の
霊
徳
は
医
薬
に
在
り
。
医
師
薬
剤
師
等
宜
し
く
葬
信
す
べ
き

な
り
。
岩
沼
町
の
薬
剤
師
、
勲
六
等
小
野
栄
之
助
、
平
田
某
を
し
て
薬
師

如
来
尊
像
一
躯
を
造
ら
し
む
。
材
を
香
珍
木
に
取
る
。
伊
具
郡
西
根
村
高

倉
阿
弥
陀
堂
建
築
の
余
材
に
し
て
、
実
に
千
年
の
旧
物
と
云
ふ
。
乃
ち
之

れ
を
竹
駒
寺
内
の
薬
師
堂
に
納
め
、
以
て
尊
信
の
意
を
表
す
。
囚
り
て
憶

ふ
に
、
先
師
石
田
道
隆
、
毎
年
正
月
八
日
を
以
て
神
農
祭
を
修
め
、
又
た

此
の
日
を
以
て
木
下
薬
師
堂
に
詣
づ
。
以
て
例
と
為
す
。
亦
た
尊
信
の
意

お
も

を
表
す
る
な
り
。
余
謂
ふ
に
、
是
れ
音
だ
医
師
薬
剤
師
之
れ
を
尊
信
す
る

の
み
な
ら
ず
、
疾
患
を
抱
へ
薬
餌
を
服
す
る
者
も
亦
た
之
れ
を
尊
信
す
れ

ば
、
則
ち
其
れ
霊
験
有
る
こ
と
、
疑
ひ
無
し
。
翁
背
記
を
作
す
に
及
び
、

併
せ
て
此
の
事
に
及
ぶ
と
。
し
か
云
ふ
。

＊
「
翁
背
記
」
…

「翁
」
は
神
仏
の
像
を
納
め
る
厨
子
。
「
廂
背
記
」
は

そ
の
表
面
に
記
し
た
文
章
。

「
小
野
栄
之
助
」
…
伝
未
詳
。

「香
珍

木」

．．． 

沈
香
か
。
「
高
倉
阿
弥
陀
棠
」
…
現
在
の
宮
城
県
角
田
市
に

あ
る
勝
楽
由
高
蔵
寺
の
阿
弥
陀
堂
。
藤
原
秀
衡
妻
に
よ
る
創
建
と
さ
れ
、

本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
像
と
と
も
に
国
指
定
重
要
文
化
財
。

「
竹
駒
寺
」

…
江
戸
時
代
、
竹
駒
神
社
の
別
当
寺
だ
っ
た
が
、
明
治
二
年
の
神
仏
分

離
で
現
在
の
岩
沼
市
桜
に
移
転
。

「

石
田
道
隆
」
…
仙
台
藩
医

（？

ー

一
八
九

一）。

雨
香
の
医
学
の
師
。
（
『
鈴
木
雨
香
の
著
作
と
岩
沼
』

所
収
「
雨
香
年
譜
」
）
「
神
農
祭
」

．．． 

普
通
、
冬
至
の

H
に
医
薬
の
祖

と
さ
れ
る
神
農
を
祀
る
。

「
木
下
薬
師
堂
」
…
現
在
の
仙
台
市
若
林

区
木
下
に
あ
る
陸
奥
国
分
寺
薬
師
堂
。

31

粟
山
逸
吟
序

余
読
栗
山
先
生
答
人
之
詩
。

至
其
落
句
「
風
花
雲
月
是
吾
文
」
、
打
案
呼

快
日
、
気
塊
之
大
、
構
思
之
雄
、
何
至
子
此
也
。
眼
中
無
復
李
滴
仙
。
蓋

先
生
之
詩
出
於
自
然
、
不
加
彫
琢
而
斐
然
成
心
早
。
所
謂
天
真
憫
漫
者
、
皆
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風
花
也
雲
月
也
。
只
惜
先
生
有
所
賦
、
則

一
揮
与
人
、
不
留
其
稿
。
猶
風

花
雲
月
不
可
捕
捉
。
人
望
而
仰
之
耳
。
余
敬
慕
先
生
非
一
日
也
。
毎
見
其

詩
収
録
得
三
十
余
編
。
実
有
捕
捉
風
花
雲
月
之
思
也
。
因
私
命
日

『栗
山

逸
吟
」
。
雖
僅
々
小
冊
子
亦
足
窺
気
陳
之
大
、
構
思
之
雄
。
若
夫
風
花
雲

月
懸
在
天
者
、
非
余
力
所
及
也
。
昔
箕
作
紫
川
輯
E

栗
山
逸
文
』
、
以
不

留
稿
為
憾
。
文
且
然
、
況
詩
乎
。
余
亦
不
自
描
輯
此
篇
同
紫
川
氏
之
憾
。
云
゜

『栗
山
逸
吟
j

の
序

余
、
栗
山
先
生
の

「人
に
答
ふ
」
の
詩
を
読
む
。
其
の
落
句
「
風
花
訳
JJ

是
れ
吾
が
文
」
に
至
り
、
打
ち
案
じ
快
を
呼
び
て
日
く
、
気
塊
の
大
、
構

こ
こ

思
の
雄
、
何
ぞ
此
に
至
ら
ん
。
眼
中
に
復
た
李
滴
仙
も
無
し
と
。
蓋
し
先

生
の
詩
、
自
然
よ
り
出
で
、
彫
琢
を
加
へ
ず
し
て
、
斐
然
と
し
て
章
成
る
。

所
謂
天
真
爛
漫
な
る
者
、
皆
な
風
花
な
り
、
雲
月
な
り
。
只
だ
惜
し
む
ら

く
は
先
生
賦
す
る
所
有
れ
ば
、

則
ち

一
た
び
揮
ひ
て
人
に
与
へ
、
其
の
稿

を
留
め
ず
。
猶
ほ
風
花
雲
月
の
捕
捉
す
べ
か
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
人
望
み

て
之
れ
を
仰
ぐ
の
み
。
余
、
先
生
を
敬
慕
す
る
こ
と

一
日
に
あ
ら
ず
。
其

の
詩
を
見
る
毎
に
収
録
し
て
三
十
余
編
を
得
。
実
に
風
花
雲
月
を
捕
捉
す

る
の
思
ひ
有
り
。
因
り
て
私
に
命
じ
て

『栗
山
逸
吟
」
と
日
ふ
。
僅
々
た

る
小
冊
子
と
雖
も
亦
た
気
魂
の
大
、
構
思
の
雄
を
窺
ふ
に
足
る
。
若
し
夫

れ
風
花
雲
月
の
懸
か
り
て
天
に
在
る
者
は
、
余
の
力
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
c

み
つ
く
り

し

せ

ん

昔
鉗
作
紫
川

『栗
山
逸
文
』
を
輯
す
る
に
、
稿
を
留
め
ざ
る
を
以
て
憾
み

と
為
す
。
文
す
ら
且
つ
然
り
、
況
ん
や
詩
を
や
。
余
、
亦
た
自
ら
此
の
船

を
描
輯
し
、
紫
川
氏
の
憾
み
に
同
ぜ
ざ
ら
ん
や
と
。
し
か
云
ふ
。

＊
「
栗
山
先
生

「
答
人
」
之
詩
」
…
柴
野
栗
山
の
七
言
絶
旬

「答
人
求
旧

草
（
人
の
旧
草
を
求
む
る
に
答
ふ
）
」
の
こ
と
。
「
李
嫡
仙
」

・・・李白
。

「
斐
然
」
・
・
・
文
章
が
華
麗
な
さ
ま
。
「
栗
山
逸
吟
」
…
現
存
せ
ず
。
未

詳
。

「
箕
作
紫
川
」
…
津
山
湘
士
、

洋
学
者
（

一
七
九
九
＼
一
八
六
三
）。

通
称
玩
甫
。
（
「日
本
人
名
大
辞
典
j

)

「栗
山
逸
文
」
…
「
国
書
総
目
録
j

に
よ
れ
ば
、
劉
湿
編

「栗
山
逸
文
J

(
写
本
一

冊
、
文
政
二
年
成
）
の

存
在
を
確
認
で
き
る
が
、
箕
作
玩
甫
に
よ
る
編
纂
は
確
認
で
き
な
い
。

木
詐
。

「
拙
輯
」
：
．
探
し
求
め
、
集
め
る
。

32

岩
沼
旧
邑
主
古
内
廣
行
君
墓
表

杜
名
脱
行
、

小
字
裕
治
郎
、
後
改
裕
治
。
馨
厳
君
第
二
了
、
舟
佐
佐
氏
洵

子
君
。
家
世
列
仙
台
藩
著
座
、
領
岩
沼
、
長
岡
、
小
川
、
志
賀
、
三
色
吉
、

北
長
谷
、
堀
内
、
本
郷
諸
邑
、
称
八
千
石
。
君
受
経
史
於
志
村
氏
、
新
陰

流
兵
法
於
狭
川
氏
、
高
麗
八
條
流
馬
術
於
岩
淵
氏
、
兼
修
騎
射
打
毬
諸
技
。

戊
辰
之
役
、
藩
絹
狙
撃
隊
。
君
選
入
之
任
守
衛
。
役
後
入
東
京
岡
氏
塾
、

研
鐙
経
史
。
西
南
之
役
、
任
警
視
庁
少
警
部
、
率
召
募
兵
転
戦
於
薩
隈
之

間
、
有
功
。
爾
後
、
助
馨
厳
、
玖
厳
一
一
君
、
時
理
所
更
革
。
後
為
玖
厳
君

嗣
が
承
家
、
従
事
諸
芸
。
開
梨
園
設
葡
萄
圃
、
兼
及
蚕
桑
事
。
初
馨
厳
君

件
機
業
也
。
有
旧
臣
某
商
人
某
等
専
任
其
事
。
巳
至
収
支
不
償
無
資
金
弁

済
之
逍
。
君
鋭
意
整
理
之
、

一
新
家
政
。
換
機
業
以
園
芸
。
古
内
氏
之
有

今

11
、
実
君
果
断
決
行
之
力
也
。
偶
得
脚
疾
荏
蒋
不
怪
。
大
正
三
年
七
月

四
H
卒
。
年
六
十
四
。
葬
子
法
常
寺
先
埜
之
次
。
営
其
葬
儀
、
会
之
者
併

府
沼
小
学
校
生
徒
過
二
千
人
。
其
盛
地
方
所
未
曽
見
云
。
法
号
曰
大
廣
院
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殿
英
厳
裕
義
居
士
。
先
配
富
田
氏
、
生
国
子
君
。
後
配
佐
伯
氏
、
無
子
。

養
佐
沼
旧
邑
主
亘
理
隆
胤
君
第
一
―
―
子
省
三
郎
君
、
配
國
子
君
以
為
嗣
。
成

三
少
小
為
侍
童
、
侍
君
数
年
。
義
雖
為
君
臣
、
情
如
兄
弟
。
爾
来
五
十
年

震
昏
伺
候
談
旧
事
以
為
楽
、
而
今
也
不
及
。
攀
偏
之
念
不
能
禁
。

岩
沼
旧
邑
主
古
内
巌
行
君
の
墓
表

君
、
名
は
廣
行
、
小
字
裕
治
郎
、
後
に
裕
治
と
改
む
。
馨
厳
君
第
二
子、

屈
佐
佐
氏
殉
子
君
な
り
。
家
、
世
々
仙
台
湘
著
座
に
列
す
。
岩
沼
、
長
岡
、

小
川
、
志
賀
、
三
色
吉
、
北
長
谷
、
堀
内
、
本
郷
の
諸
邑
を
領
し
、
八
千

石
を
称
す
。
君
経
史
を
志
村
氏
に
、
新
陰
流
兵
法
を
狭
川
氏
に
、
高
麗
八

條
流
馬
術
を
岩
淵
氏
に
受
け
、
騎
射
、
打
毬
の
諸
技
を
兼
修
す
。
戊
辰
の

役
に
、
海
、
狙
黙
隊
を
輻
す
。
君
、
之
れ
に
選
入
せ
ら
れ
、
守
衛
に
任
ず
。

役
後
、
東
京
岡
氏
の
塾
に
入
り
、
経
史
を
研
鑽
す
。
西
南
の
役
に
、
警
視

庁
少
警
部
に
任
ぜ
ら
れ
、
召
募
兵
を
率
ゐ
て
薩
隈
の
問
に
於
い
て
転
戦
し
、

功
有
り
。
爾
後
、
啓
巌
、
玖
巌
二
君
を
助
け
、
時
に
更
革
す
る
所
を
理
む
。

後
に
玖
厳
君
の
嗣
と
な
り
尋
い
で
家
を
承
け
、
諸
芸
に
従
事
す
。
梨
間
を

開
き
葡
萄
圃
を
設
け
、
兼
ね
て
蚕
桑
の
事
に
及
ぶ
。
初
め
馨
巌
君
、
機
業

を
営
む
。
旧
臣
某
、
商
人
某
等
有
、
専
ら
其
の
事
に
任
ず
。
已
に
収
支
償

は
ず
、
資
金
弁
済
の
道
無
き
に
至
る
。
君
、
鋭
意
之
れ
を
整
理
し
、
家
政

を
一
新
す
。
機
業
に
換
ふ
る
に
固
芸
を
以
て
す
。
古
内
氏
の
今
日
有
る
は
、

実
に
君
の
果
断
決
行
の
力
な
り
。
偶
々
脚
疾
を
得
、
荏
蒋
と
し
て
径
え
ず
。

大
正
一
一一
年
七
月
四
日
卒
す
。
年
六
十
四
。
法
常
寺
先
笙
の
次
に
葬
る
。
其

の
葬
儀
を
営
む
に
、
之
れ
に
会
す
る
者
、
併
せ
て
岩
沼
小
学
校
生
徒
二
千

人
に
過
ぐ
。
其
の
盛
な
る
、
地
方
に
未
だ
曽
て
見
ざ
る
所
と
云
ふ
。
法
号

を
大
廣
院
殿
英
厳
裕
義
居
士
と
日
ふ
。
先
づ
富
田
氏
を
配
し
、
國
子
君
を

生
む
。
後
に
佐
伯
氏
を
配
す
。
子
無
し
。
佐
沼
旧
邑
主
亘
理
隆
胤
君
第
三

子
、
省
三
郎
君
を
養
ひ
、
國
子
君
に
配
し
、
以
て
嗣
と
為
す
。
成
三
少
小

よ
り
侍
童
と
な
り
、
君
に
侍
す
る
こ
と
数
年
。
義
に
は
君
臣
た
り
と
雖
も
、

情
兄
弟
の
如
し
。
爾
来
五
十
年
晨
昏
伺
候
し
、
旧
事
を
談
じ
以
て
楽
と
為

す
も
、
今
や
及
ば
ず
。
攀
傷
の
念
を
禁
ず
る
能
は
ず
。

＊
「
古
内
廣
行
君
」
・
・
・
岩
沼
邑
主
古
内
氏
第
十
三
世
。
生
没
年
未
詳
。

「
磐
巌
君
」
・
・
・
岩
沼
邑
主
古
内
氏
第
十
一
世
、
廣
直
。
生
没
年
未
詳
。

「
佐
佐
氏
珂
子
君
」
…
伝
未
詳
。

「
著
座
」
…
着
座
。
伊
達
家
臣
団
で

の
家
格
の
一
。
「
志
村
氏
」

．．．
 
伝
未
詳
。
「
狭
川
氏
」
：
•
前
出

。

「
岩
渕
氏
」
…
伝
未
詳
。
「
戊
辰
之
役
」

．．． 

戊
辰
戦
争
。
「
西
南
之

役
」
…
西
南
戦
争
。

「薩
隅
之
間
」
・
・
・
薩
摩
と
大
隅
両
国
を
合
わ
せ

た

一
帯
。

「

少
警
部
」
…
明
治
初
期
の
警
保
寮
（
警
視
庁
の
前
身
）

に
置
か
れ
た
職
制
の

一
。
（
岡
忠
郎
E

明
治
時
代
警
察
官
の
生
活
」
雄

山
閣
出
版
）
「
玖
巌
君
」
…
岩
沼
邑
主
古
内
氏
第
十
二
世
、
廣
通
。

「機
業
」

．．． 
織
物
業
。
「
先
榮
」
：
•
前
出
。
先
祖
の
墓
。
「
佐
沼

旧

邑
主
亘
理
隆
胤
君
」
…
佐
沼
亘
理
家
第
九
世
(
-
八
四
八
ー

一
九
一

六）
。

「省
三
郎
君
」
…
岩
沼
邑
主
古
内
氏
第
十
四
世
(
-
八
七

一
ー

一
九
四
二
）
。
「
成
三
」
…
筆
者
で
あ
る
雨
香
鈴
木
省
三
の
こ
と
。

「
晨
昏
」
…
朝
夕
。

「琺
傷
之
念
」
…
す
が
り
つ
く
思
い
で
深
く
死
を

悼
む
。
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33

謙
堂
横
山
先
生
墓
誌
銘

明
治
維
新
前
修
西
学
者
蓼
々
農
星
耳
。
其
能
発
憤
負
笈
、
千
里
索
良
師
如

横
山
先
生
殊
少
突
。
先
生
名
謙
介
、
小
字
辰
治
、
号
謙
堂
。
本
姓
金
子
氏
。

父
名
久
左
衛
門
、
母
千
葉
氏
。
嬰

□

為
横
山
氏
所
養
。
文
久
二
年
、
従
江

戸
緒
方
洪
庵
修
蘭
学
。
元
治
元
年
、
入
長
崎
従
閾
医
鵬
土
印
学
医
術
。
兼

従
何
礼
之
助
学
英
学
。
慶
応
二
年
、
聘
干
松
平
守
護
職
、
至
京
都
教
授
英

学
。
明
治
二
年
、
聘
了
田
村

一
関
瑞
知
事
、
教
授
英
学
。
八
年
、
応
仙
台

共
立
病
院
之
聘
為
医
学
教
授
。
又
命
為
内
務
省
医
術
開
業
試
験
委
員
。
十

二
年
、
奉
職
宮
城
病
院
。
歴
任
白
石
、
登
米
、
気
仙
沼
等
病
院
長
。
十
七

年
、
辞
職
開
業
。

乞
治
者
甚
多
突
。
先
生
性
勤
厚
而
簡
直
。
不
求
聞
達
、

不
近
権
勢
。
若
使
有
少
所
屈
節
、
官
位
顕
達
可
与
池
田
一
戸
塚
諸
名
士
並
進
。

時
人
憾
之
、
而
先
生
不
顧
。
空
老
子
東
面
。
但
家
資
極
豊
富
。
蓋
自
然
之

報
酬
、
不
得
於
彼
而
得
於
此
者
乎
。
所
訳
有
逹
爾
敦
生
理
書
、
布
林
篤
内

科
書
。
其
稿
存
於
家
。

心
臓
病
篇
刊
行
布
世
。
大
花
四
年
六
月
五

H‘

易

簑。

年
七
十
有
―
-。
葬
子
北
山
東
昌
寺
之
架
域
。
法
号
曰
温
恭
院
謙
堂
慈

清
居
士
。
配
平
塚
氏
、
生
子
女
十
人
。
男
長
、
勤
助
、
継
先
業
承
家
。
次

有
五
、
為
医
学
博
士
分
産
別
為
家
。
女
長
、
次
、
適
吉
井
氏
。
次
美
津
、

適
山
路
氏
。
次
与
志
、
及
次
、
没
。
継
之
、
適
吉
井
氏
。
次
琴
、
適
遠
藤

氏
。
次
律
、
適
金
子
氏
。
次
安
、
適
齋
藤
氏
。
次
政
、
適
安
齋
氏
。
他
夭
゜

余
辱
先
生
之
知
者
四
十
年
。
子
荻
又
悉
其
卒
生
。
墓
誌
之
任
固
在
余
。
因

叙
其
概
略
、
繋
以
銘
。
銘
日
、

夙
修
匝
学
兼
究
医
方
聘
．
ナ
侯
伯

院
為
長
家
資
豊
富
姓
名
永
芳

師
手
帝
郷

傑
令
為
、
・
ト

拍i

謙
堂
横
山
先
生
の
墓
誌
銘

明
治
維
新
の
前
、
西
学
を
修
す
る
者
、
．
蓼
々
と
し
て
晨
星
の
み
。
其
れ
能

く
発
憤
し
て
負
笈
し
、
千
里
に
良
師
を
索
む
る
こ
と
横
山
先
生
の
如
き
、

殊
に
少
な
し
。
先
生
、
名
は
謙
助
、
小
字
は
辰
治
、
謙
堂
と
号
す
。
本
姓

金
子
氏
。
父
の
名
は
久
左
衛
門
、
母
は
千
葉
氏
な
り
。
炭
口
、
横
山
氏
の

養
ふ
所
と
な
る
。
文
久
二
年
、
江
戸
緒
方
洪
庵
に
従
ひ
、
間
学
を
修
す
。

ぽ
う

ど

い
ん

元
治
元
年
、
長
崎
に
入
り
、
蘭
医
鵬
土
印
に
従
ひ
、
医
術
を
学
ぶ
。
兼
ね

が

れ

い

の

す
け

て
何
礼
之
助
に
従
ひ
、
英
学
を
学
ぶ
。
慶
応
二
年、

松
平
守
設
職
に
聘
せ

ら
れ
、
京
都
に
至
り
英
学
を
教
授
す
。
明
治
二
年
、
田
村

一
関
滞
知
事
に

聘
せ
ら
れ
、
英
学
を
教
授
す
。
八
年
、
仙
台
共
立
病
院
の
聘
に
応
じ
、
医

学
教
授
と
な
る
。
又
た
命
じ
ら
れ
て
、
内
務
省
医
術
開
業
試
験
委
員
と
な

る
。
十
二
年
、
宮
城
病
院
に
奉
職
す
。
白
石
、
登
米
、
気
仙
沼
等
の
病
院

長
を
歴
任
す
。
十
七
年
、
職
を
辞
し
て
開
業
す
。
治
を
乞
ふ
者
甚
だ
多
し
。

先
生
、
性
謹
原
に
し
て
簡
直
、
聞
達
を
求
め
ず
、
権
勢
に
近
づ
か
ず
。
若

し
少
し
く
節
を
屈
す
る
所
有
ら
し
む
れ
ば
、
官
位
顕
達
、
池
田
戸
塚
の
諸

名
士
と
並
び
進
む
べ
し
。
時
人
之
れ
を
憾
み
と
す
る
も
、
先
生
顧
み
ず
。

空
し
く
東
の
諏
に
老
ゆ
。
但
だ
、
家
資
極
め
て
豊
富
た
り
。
蓋
し
自
然
の

だ

る

と
ん

報
酬
、
彼
れ
に
得
ず
し
て
此
れ
に
得
る
者
か
。
訳
す
る
所
、
達
爾
敦

『生

ふ

り

ん

と

理
書
』
、
布
林
篤

『内
科
書
』
有
り
。
其
の
稿
家
に
存
す
。

I

心
臓
病
篇
』

を
刊
行
し
、
枇
に
布
く
。
大
正
四
年
六
月
五
日
、
易
簑
す
。
年
七
十
有
二
。

北
山
束
II
曰
寺
の
榮
域
に
葬
る
。
法
号
を
温
恭
院
謙
倣
慈
惰
居
士
と
日
ふ
。

T
塚
氏
を
配
し
、

子
女
十
人
を
生
む
。
男
の
長
、
勤
助
、
先
業
を
継
ぎ
、

家
を
承
く
。
次
有
打
、
医
学
博
士
と
な
り
、
産
を
分
か
ち
て
別
に
家
を
為

す
。
女
の
長
、
次
、
吉
井
氏
に
適
す
。
次
美
津
、
山
路
氏
に
適
す
。
次
与
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志
、
及
び
次
、
没
す
。
継
之
、
吉
井
氏
に
適
す
。
次
琴
、
遠
藤
氏
に
適
す
。

次
律
、
金
子
氏
に
適
す
。
次
安
、
齋
藤
氏
に
適
す
。
次
政
、
安
齋
氏
に
適

か
た
し
げ
な

す
。
他
、
夭
す
。
余
、
先
生
の
知
を
辱
く
す
る
こ
と
四
十
年
。
荘
に
又

た
其
の
卒
生
を
悉
く
す
。
墓
誌
の
任
、
固
よ
り
余
に
在
り
。
因
り
て
其
の

概
略
を
叙
し
、
繋
す
る
に
銘
を
以
て
す
。
銘
し
て
日
く
、

夙
に
西
学
を
修
し
兼
ね
て
医
方
を
究
む
候
伯
に
聘
せ
ら
れ
帝

郷
に
師
た
り
袋
舎
に
主
た
り
病
院
に
長
た
り
家
資
豊
富
に
し

さ
ー
し
な

て
姓
名
永
へ
に
芳
し

＊
「
晨
星
」
・
・
・
明
け
方
の
空
に
ま
ば
ら
に
見
え
る
星
。
数
の
少
な
い
こ
と

の
た
と
え
。

「
負
笈
」

．．． 
遊
学
。

「嬰
口
」
…

「
嬰
」
の
下
の
字
判

読
不
能
。「
侯
」
に
近
い
が
意
が
通
ら
な

い
。
仮
に

「ま
だ
赤
子
の
と

き
に
」
の
意
で
解
し
て
お
く
。

「
緒
方
洪
庵
」・
・・
医
学
者
、
蘭
学
者

（
一
八

一

o-一
八
六
三）
。

「
蘭
医
鵬
土
印
」
…
明
治
初
め
に
米
日

し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
医
師
A
.
F
・
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
か
。

（
中
西
啓

『長

崎
の
オ
ラ
ン
ダ
医
た
ち
」
岩
波
新
書
）

「何
礼
之
助
」
…
官
僚
、
翻
訳

が

れ
じ

し

家
の
何
礼
之
(
-
八
四

0
1
一
九
三
二
）
。

礼
之
助
は
通
称
。
（
「
日
本

人
名
大
辞
典
』
「
松
平
守
設
職
」
…
会
津
藩
主
松
平
容
保
(
-
八
三
五

＼
九
三）。

京
都
守
護
職
を
務
め
た
。
「
田
村
一
関
藩
知
事
」
：
・
-
関

藩
主
田
村
家
第
十
一
代
、
崇
顕
（

＿
八
五
八
＼

一
九
二
二
）。（
「
日
本

人
名
大
辞
典
J

)

「
池
田
一
戸
塚
諸
名
士
」
．．． 
幕
末
、
明
治
の
医
師
池
田

謙
斎
(
-
八
四
一

S

一
九
一
八
）
と
戸
塚
文
海
(
-
八
三
五
ー

一
九
〇

一
）。
と
も
に
適
塾
で
学
ん
だ
。
（
「
日
本
人
名
大
辞
典
』
）
「
東
諏
」
：
・

す
み

東
の
隅
。
「
達
爾
敦
生
理
書
、
布
林
篤
内
科
書
」
…
ダ
ル
ト
ン
の

『
生
理
学
書
』
（
未
詳
）
と
、

A
・
フ
リ
ン
ト
の
『
内
科
書
』
を
横
山
が

訳
し
た
と
さ
れ
る
（
梅
渓
昇

『洪
庵
・
適
塾
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
三
年
）
が
、
未
刊
に
終
わ
っ
た
も
の
か
、
謙
堂
横
山
謙
介
訳
の

当
該
本
は
確
認
で
き
ず
。

未
詳
。

「
心
臓
病
篇
」
•
•
•横
山
謙
介
訳

I

普
氏
心
臓
病
論
』
（
明
治
十
一
年
刊
）
。
原
著
者
「
普
氏
」
と
は
前
出

の
A
・
フ
リ
ン
ト
の
こ
と
。

「
易
簑
」

．．．
 
逝
去
。

「
帝
郷
」
…
京
都
。

34

平
林
荘
記

瀬
野
尾
鶴
堂
、
初
居
館
越
村
、
本
郷
村
巷
々
。
沿
陸
羽
街
道
、
与
岩
沼
町

街
相
近
。
乃
去
卜
地
於
田
野
平
瞭
之
処
而
居
焉。

地
在
所
謂
植
松
耕
土
之

中
。
其
西
北
二
面
植
以
樗
裸
之
属
、
鬱
然
成
林
。
因
名
其
居
日
平
林
荘
゜

将
請
余
文
、
以
扁
之
。
余
乃
記
日
、
孫
子
云
其
静
如
林
。
林
之
為
物
雖
在

山
亦
静
為
常
。
況
在
田
野
平
隈
之
中
者
乎
。
其
静
可
知
耳
。
是
所
以
鶴
堂

居
之
而
愛
之
也
。
夫
人
心
平
則
身
静
。
未
有
心
不
平
而
身
静
者
也
。
平
与

静
不
可
離
者
如
此
。
今
鶴
堂
心
身
平
静
、
居
此
平
静
之
荘
、
農
業
余
暇
読

書
以
為
楽
。
駿
々
乎
日
進
子
徳
。
蓋
亦
有
得
於
此
平
静
之
境
也
。
諸
葛
武

侯
云
、
非
静
無
以
成
学
。
宜
乎
言
也
。
然
妨
鶴
堂
之
進
於
徳
者
有
二
。
曰

飲
酒
也
。
日
囲
碁
也
。
不
遠
此
二
者
、
則
雖
在
平
静
之
境
、
心
不
平
身
不

静
。
徒
費
心
於
酔
飽
輸
穎
之
際
、
労
身
於
躁
急
怨
悶
之
間
。
不
音
無
益
進

於
徳
、
適
足
以
害
其
身
也
。
鶴
堂
読
此
文
憮
然
曰
、
先
生
何
為
此
言
也
。

将
有
如
彼
平
静
之
林
木
触
風
怒
号
訴
不
平
之
勢
。
館
堂
其
恕
之
而
可
也
。

瀬
野
尾
鶴
堂
、
初
め
館
腰
村
、
本
郷
村
の
巷
々
に
居
す
。
陸
羽
街
道
に
沿
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ひ
、
岩
沼
町
街
と
相
近
し
。
乃
ち
去
り
て
地
を
田
野
平
脳
の
処
に
卜
し
て

居
す
。
地
、
所
謂
植
松
耕
土
の
中
に
在
り
。
其
の
西
北
二
面
に
植
う
る
に

樗

．
楳
の
屈
を
以
て
し
、
鬱
然
と
し
て
林
を
成
す
。
因
り
て
其
の
居
を
名

づ
け
て
平
林
荘
と
日
ふ
。
将
に
余
の
文
を
請
ひ
、
以
て
之
れ
に
扁
せ
ん
と

す
。
余
、
乃
ち
記
し
て
日
く
、
孫
子
日
く
、
其
れ
静
か
な
る
こ
と
林
の
如

し
と
。
林
の
物
た
る
、
山
に
在
り
と
雖
も
亦
た
静
か
な
る
を
常
と
為
す
。

況
や
田
野
平
瞭
の
中
に
在
る
者
を
や
。
其
の
静
か
な
る
こ
と
知
る
べ
き
の

み
。
是
れ
鶴
堂
の
之
れ
に
居
し
、
之
れ
を
愛
す
る
所
以
な
り
。
夫
れ
人
心

平
ら
か
な
れ
ば
則
ち
身
静
か
な
り
。
未
だ
心
平
ら
か
な
ら
ず
し
て
身
静
か

な
る
者
あ
ら
ず
。
平
と
静
と
離
る
べ
か
ら
ざ
る
者
、
此
く
の
如
し
。
今
低

堂
心
身
平
静
に
し
て
此
の
平
静
の
荘
に
居
し
、
曲
唇
業
の
余
暇
に
書
を
読
み
、

以
て
楽
と
為
す
。
駿
々
乎
と
し
て
日
に
徳
に
進
む
。
蓋
し
亦
た
此
の
平
静

の
境
に
得
る
こ
と
有
る
な
り
。
諸
葛
武
侯
云
は
く
、
静
に
あ
ら
ざ
れ
ば
以

て
学
を
成
す
無
し
。
宜
な
る
か
な
、
言
や
。
然
も
鶴
営
の
徳
に
進
む
を
妨

ぐ
る
者
二
有
り
。
日
く
、
飲
酒
な
り
。
曰
く
、
囲
碁
な
り
。
此
の

一
一
者
に

速
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
平
静
の
境
に
在
り
と
雖
も
心
平
ら
か
な
ら
ず
、
身

ゆ
え
い

静
か
な
ら
ず
。
徒
に
心
を
酔
飽
輸
嵐
の
際
に
費
や
し
、
身
を
躁
急
怨
悶
の

間
に
労
す
。
菅
だ
徳
に
進
む
に
益
無
き
の
み
な
ら
ず
、
適
々
以
て
其
の
身

を
害
す
る
に
足
る
な
り
。
鶴
堂
、
此
の
文
を
読
み
憮
然
と
し
て
日
く
、
先

生
何
ぞ
此
の
言
を
為
す
や
と
。
将
に
彼
の
平
静
の
林
木
の
風
に
触
れ
て
怒

号
す
る
が
如
く
不
平
を
訴
ふ
る
の
勢
有
ら
ん
と
す
。
鶴
雌
、
其
れ
之
れ
を

恕
し
て
可
な
り
。

＊
「
瀬
野
尾
鶴
堂
」

．．
．
 
伝
未
詳
。

「
植
松
耕
土
」
・
・
・
現
在
の
宮
城
県
名

賀
幽
石
禅
師
陸
任
曹
洞
宗
大
学
教
頭
文

屈
起
誓
将
酬
仏
恩
布
雲
施
雨
裳
乾
坤

上
登
竜
第

一
門

是
為
余
鉗
幽
石
禅
師
自
第
二
中
学
林
艮
陸
任
曹
洞
宗
大
学
教
頭
詩
。
今
又

贈
以
文
。
以
重
賀
遷
喬
之
栄
。
云
禅
師
与
余
同
郷
。
郷
有
阿
武
隈
川
。
発

源
於
岩
野
界
甲
子
山
、
洋
々
百
里
東
流
、
至
磐
陸
之
界
而
入
海
也
。
私
謂
、

阿
武
隈
河
畔
何
出
名
納
之
多
也
。
曰
大
賢
和
尚
生
干
亘
理
。
日
兎
隣
和
尚

生
干
角
田
。
日
宗
阿
上
人
生
子
岩
沼
。
而
禅
師
生
子
北
長
谷
。
且
除
宗
阿

上
人
皆
洞
上
大
徳
。
不
亦
奇
乎
。
阿
武
隈
川
蓄
我
邦
之
恒
河
乎
。
出
活
仏

陀
其
如
此
。
良
有
以
突
。
禅
師
承
賢

・
隣
二
和
尚
之
後
、
起
身
子
此
河
畔
、

貢
献
仏
界
者
多
年
。
初
為
第
三
曹
洞
中
学
林
長
、
中
子
第
一
、
後
子
第
二
、

最
後
為
其
大
学
教
頭
。
禅
師
学
徳
之
深
遠
淵
博
、
蓋
有
得
子
阿
武
隈
川
乎
゜

凡
介
学
者
無
徳
。
其
弊
也
、
放
騨
而
不
修
。
有
徳
者
無
学
。
其
弊
也
、
拘

励
血
小
仲
。
是
古
今
之
通
弊
也
。
雖
維
納
亦
不
能
免
也
。
禅
師
自
今
以
深

辿
之
徳
旦
与
淵
博
之
学
識
督
大
学
教
務
、
指
導
鞭
撻
以
率
其
徒
、
実
践
朗

行
以
示
其
範
、
則
及
卒
其
業
皆
為
学
徳
円
満
之
人
。
帰
施
之
於
其
国
、
教

35 

老
蚊
固
不
池
中
物

忽

取
市
植
松
付
近
の
穀
倉
地
域
を
い
う
。

「
扁
」
…
横
額
に
文
字
を
書

い
て
門
戸
の
上
な
ど
に
掲
げ
る
。
扁
額
。

「
孫
子
日
、
其
静
如
林
」

…

「其
徐
如
林
」
（
「
孫
子
』
軍
争
）

「駿
々
乎
」
．．．
 
非
常
に
速
い
さ
ま
。

「
諸
葛
武
侯
云
、
非
静
無
以
成
学
」
…
諸
葛
孔
明

「
誡
子
書
」
の

一
節
。

正
し
く
は

「
夫
学
須
静
也
、
オ
須
学
也
。
非
学
無
以
広
オ
、
非
志
無
以

成
学
。
」
「
輸
馘
」

．．． 
勝
ち
負
け
。
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化
流
行
如
此
而
一
洗
天
下
之
学
弊
、
則
実
是
曹
洞
大
学
之
賜
而
禅
師
之
功

也
。
其
功
徳
之
処
及
、
猶
阿
武
隈
川
洋
々
乎
而
注
海
、
昇
発
蒸
騰
為
雲
為

雨
布
施
於
天
下
、
又
注
洋
森
漫
養
蚊
育
龍
、
随
時
起
雲
霧
駆
風
雨
浜
撼
乾

坤
乎
。
書
以
為
贈
。

し
ょ
う
に
ん

幽
石
禅
師
、
曹
洞
宗
大
学
教
頭
に
陸
任
す
る
を
賀
す
る
文

む
（

屈
起
し
て
誓
ふ
、
将
に
仏
恩
に
酬
い
ん
と
す
と

雲
を
布
き
雨
を
施
し
、
乾
坤
を
族
は
す

老
鮫
固
よ
り
池
中
の
物
に
あ
ら
ず

忽
ち
上
る
、
登
龍
第
一
門

是
れ
、
余
、
幽
石
禅
師
の
第
二
中
学
林
長
よ
り
曹
洞
大
学
教
頭
に
陸
任
す

る
を
賀
す
る
詩
を
為
す
。
今
又
た
贈
る
に
文
を
以
て
す
。
以
て
重
ね
て
遷

喬
の
栄
を
賀
す
。
禅
師
と
余
と
同
郷
と
云
ふ
。
郷
、
阿
武
隈
川
有
り
。
源

を
岩
野
の
界
甲
子
山
に
発
し
、
洋
々
と
百
里
を
東
流
し
、
磐
陸
の
界
に
至

Q
モ

か

お

も

の

う

り
て
海
に
入
る
。
私
に
謂
へ
ら
く、

阿
武
隈
河
畔
の
何
ぞ
名
納
を
出
す
こ

と
の
多
き
や
と
。
日
く
、
大
賢
和
尚
亘
理
に
生
ま
る
。
曰
く
、
兎
隣
和
尚

角
田
に
生
ま
る
。
日
く
宗
阿
上
人
岩
沼
に
生
ま
る
。
而
し
て
禅
師
北
長
谷

に
生
ま
る
。
且
つ
宗
阿
上
人
を
除
き
、
皆
な
洞
上
の
大
徳
た
り
。
亦
た
奇

な
ら
ず
や
。
阿
武
隈
川
、
蓋
し
我
が
邦
の
恒
河
な
ら
ん
か
。
活
仏
陀
を
出

拿

二

た

ゆ

え

す
こ
と
、
其
れ
此
く
の
如
し
。
良
に
以
有
り
。
禅
師
、
賢

・
隣
二
和
尚
の

後
を
承
け
、
身
を
此
の
河
畔
に
起
こ
し
、
仏
界
に
貢
献
す
る
こ
と
多
年
。

初
め
第
三
曹
洞
中
学
林
長
と
な
り
、

中
に
第

一
、
後
に
第
一
一、
最
後
に
其

の
大
学
教
頭
と
な
れ
り
。
禅
師
、
学
徳
の
深
遠
淵
縛
な
る
、
菟
し
阿
武
隈

川
に
得
る
こ
と
有
ら
ん
か
。
凡
そ
学
有
る
者
徳
無
し
。
其
の
弊
た
る
や
、

放
難
に
し
て
修
め
ず
。
徳
有
る
者
学
無
し
。
其
の
弊
た
る
や
、
局
に
拘
り

て
伸
び
ず
。
是
れ
古
今
の
通
弊
な
り
。
細
納
と
雖
も
亦
た
免
る
る
能
は
ず
。

禅
師
、
今
よ
り
深
遠
の
徳
量
と
淵
博
の
学
識
と
を
以
て
大
学
教
務
を
督
し
、

指
導
鞭
撻
し
て
以
て
其
の
徒
を
率
ゐ
、
実
践
豹
行
し
て
以
て
其
の
範
を
示

を

せ
ば
、
則
ち
其
の
業
を
卒
ふ
る
に
及
び
、
皆
な
学
徳
円
満
の
人
と
な
ら
ん
。

帰
り
て
之
れ
を
其
の
国
に
施
し
、
教
化
流
行
す
る
こ
と
此
く
の
如
く
し
て

天
下
の
学
弊
を
一
洗
す
れ
ば
、
則
ち
実
に
是
れ
曹
洞
大
学
の
賜
に
し
て
、

禅
師
の
功
な
ら
ん
。
其
の
功
徳
の
及
ぶ
所
、
猶
ほ
阿
武
隈
川
の
洋
々
乎
と

し
て
海
に
注
ぎ
、
昇
発
蒸
騰
し
て
雲
と
な
り
雨
と
な
り
、
天
下
に
布
施
す

お
う
よ
う
ひょ
う
ま
‘
^

る
が
ご
と
く
、
又
た
圧
洋
森
漫
と
し
て
蚊
を
養
ひ
龍
を
育
み
、
時
に
随
ひ

て
雲
霧
を
起
こ
し
風
雨
を
駆
り
て
乾
坤
を
震
撼
せ
し
む
る
が
ご
と
き
か
。

書
し
て
以
て
脳
と
為
す
。

＊
「
幽
石
禅
師
」
…
僧
、

横
尾
賢
宗

(
-
八
五
―ニ
ー

一
九
二
0
)
。
幽
石

は
そ
の
号
。
（『仙
台
人
名
大
辞
書
』
）

「曹
洞
宗
大
学
」
…
曹
洞
宗
大

学
林
。
駒
澤
大
学
の
前
身
。

「陸
任
」
…
昇
任
に
同
じ
。
「
鮫
」
…

蚊
龍
。
水
中
に
潜
み
、
雲
雨
に
会
え
ば
、
そ
れ
に
乗
じ
て
天
上
に
昇

っ

て
龍
に
な
る
と
さ
れ
る
。

「
遷
喬
」
・
・
・
鳥
が
谷
間
か
ら
出
て
、
高
い

木
に
う
つ
る
。
転
じ
て
、
官
位
が
上
が
る
こ
と
を
言
う
。

「岩
野
之
界
」

;
：
会
津
岩
代
と
下
野
両
国
の
境
。

「甲
子
山
」
…
甲
子
旭
岳
。

「磐

陸
之
界
」
…
磐
城
と
陸
前
両
国
の
境
。

「
名
柄
」
・
・
・
高
徳
の
僧
。

「

大

賢
和
尚
」
・「兎
隣
和
尚
」
・
「
宗
阿
上
人
」
・
・
・
い
ず
れ
も
伝
未
詳
。
「
洞

上
之
大
徳
」
…
曹
洞
宗
の
高
僧
。

「

恒
河
」
…
イ
ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ス
川
。

「維
納
」
…
僧
侶
。

「江
洋
」
…
水
が
果
て
し
な
く
広
く
深
い
さ
ま
。
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36

香
芽
園
記

余
嘗
編
名
取
郡
志
、
叙
名
園
者
四
五
。
大
竹
氏
茶
園
在
其
一
。
園
在
名
取

郡
長
町
根
岸
里
。
前
臨
広
瀬
之
長
流
、
後
負
茂
陵
之
裔
嶺
。
地
勢
傾
斜
乾

湿
得
宜
、
頗
似
宇
治
。
其
所
出
茶
香
味
亦
類
之
云
。
大
槻
博
士
名
其
園
曰

香
芽
。
蓋
取
子
唐
鄭
愚
之
詩
句
也
。
園
主
介
友
人
静
裳
堂
主
人
索
記
於
余
゜

余
既
叙
其
園
誼
、
不
可
辞
。
乃
記
曰
、
香
芽
茶
而
茶
香
芽
也
。
以
茶
記
之

何
有
不
可
哉
。
茶
之
為
物
、
有
香
有
味
。
初
含
之
於
芽
庖
藪
葉
之
中
、
中

著
之
於
蒸
焙
乾
浄
。
終
発
之
於
煎
烹
沌
涌
、
而
茶
之
香
味
始
可
入
品
也
。

難
哉
茶
之
香
味
成
也
。
UJ
以
比
陰
徳
之
馨
者
久
而
益
著
乎
。
大
竹
氏
先
代

創
此
園
。
至
今
代
益
拡
張
之
、
極
其
盛
者
、
先
代
之
陰
徳
深
入
園
中
之
香

芽
、
而
非
至
今
代
益
発
揮
其
気
味
芳
香
之
美
而
何
也
哉
。
経
日
、
三
年
不

改
父
之
道
可
謂
孝
突
。
況
拡
張
其
先
業
、
発
揚
其
先
徳
者
乎
。
可
謂
孝
之

至
也
。
茶
園
不
為
不
多
而
大
竹
氏
独
極
其
盛
者
以
有
此
追
考
之
陰
徳
耳
゜

所
謂
有
陰
徳
者
有
賜
報
、
是
也
。
世
之
性
此
刷
之
茶
者
、
不
独
官
其
気
味

芳
香
之
美
、
併
酋
園
主
陰
徳
之
馨
則
可
也
。

香
芽
園
の
記

余
、
嘗
て

『名
取
郡
志
』
を
編
み
、
名
園
を
叙
す
る
者
、
四
、
石
あ
り
。

大
竹
氏
の
茶
園
其
の
一
に
在
り
。
園
、
名
取
郡
長
町
根
岸
の
里
に
在
り
。

前
に
広
瀬
の
長
流
に
臨
み
、
後
ろ
に
茂
陵
の
高
嶺
を
負
ふ
。
地
勢
、
傾
斜

転
じ
て
、
度
世
が
広
い
さ
ま
。

が
る
さ
ま
。

「
森
没
」
：
•
水
面
が
呆
て
し
な
く
広

乾
湿
宜
し
き
を
得
、
頗
る
宇
治
に
似
る
。
其
の
出
づ
る
所
の
茶
の
香
味
も

亦
た
之
れ
に
類
す
と
云
ふ
。
大
槻
博
士
、
其
の
園
に
名
づ
け
て
香
芽
と
曰

ふ
。
藍
し
唐
の
鄭
愚
の
詩
旬
に
取
る
な
り
。
関
主
、
友
人
静
雲
堂
主
人
を

も
と

よしみ

介
し
て
記
を
余
に
索
む
。
余
、
既
に
其
の
園
を
叙
す
る
の
誼
あ
り
、
辞
す

べ
か
ら
ず
。
乃
ち
記
し
て
日
く
、
香
芽
茶
に
し
て
、
茶
香
芽
な
り
。
茶
を

以
て
之
れ
を
記
す
に
何
ぞ
不
可
有
ら
ん
や
。
茶
の
物
た
る
、
香
有
り
味
有

り
。
初
め
之
れ
を
芽
庖
徽
菓
の
中
に
含
み
、
中
に
之
れ
を
蒸
焙
乾
浄
に
著

は
し
、
終
に
之
れ
を
煎
烹
滝
滴
に
発
し
て
、
茶
の
香
味
始
め
て
品
に
入
る

べ
し
。
難
き
か
な
、
茶
の
香
味
の
成
れ
る
や
。
以
て
、
陰
徳
の
馨
る
者
、

久
し
く
し
て
益
々
著
し
き
に
比
す
べ
き
か
。
大
竹
氏
の
先
代
、
此
の
園
を

創
る
。
今
代
に
至
り
、
益
々
之
れ
を
拡
張
し
、
其
の
盛
を
極
む
る
者
、
先

代
の
陰
徳
深
く
園
中
の
香
芽
に
入
り
て
、
今
代
に
至
り
、
益
々
其
の
気
味

芳
香
の
美
を
発
揮
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ
や
。
経
に
日
く
、
三
年
父
の

道
を
改
め
ざ
る
、
孝
と
謂
ふ
べ
し
と
。
況
や
其
の
先
業
を
拡
張
し
、
其
の

先
徳
を
発
揚
す
る
者
を
や
。
孝
の
至
り
と
謂
ふ
べ
し
。
茶
園
多
か
ら
ず
と

し
か

為
さ
ず
。
而
も
大
竹
氏
独
り
其
の
盛
を
極
む
る
者
、
此
の
追
孝
の
除
徳
有

る
を
以
て
の
み
。
所
謂
、
陰
徳
有
る
者
陽
報
有
り
、
是
れ
な
り
。
世
の
此

な

の
園
の
茶
を
嘗
む
る
者
、
独
り
其
の
気
味
芳
香
の
美
を
嘗
む
る
の
み
な
ら

ず
、
併
せ
て
園
主
陰
徳
の
磐
を
嘗
む
れ
ば
則
ち
可
な
り
。

＊

「名
取
郡
志
」
・・・未刊
。
稿
本
は
瑞
巌
寺
蔵
。
（吉
岡

一
男
『
鈴
木
雨

香
の
生
涯
と
岩
沼
j

宝
文
堂
、

二
0
0
1―一
年
）

「
大
竹
氏
」
…
伝
未
詳
。

「
広
瀬
之
長
流
」
…
広
瀬
川
。

「
茂
陵
之
高
嶺
」

・・・現
在
の
仙
台
市
太

白
区
茂
庭
付
近
の
高
台
、
な
い
し
八
木
山
を
言
う
か
。
「
大
槻
博
士
」
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…
文
学
博
士
、
大
槻
文
彦
(
-
八
四
七
ー
一
九
二
八
）
。
「
唐
鄭
愚
之

詩
句
」

・・・
中
国

・
唐
の
鄭
愚

「
茶
詩
」
の
一
節
「
緻
芽
香
且
霊
」
を
い

う
か
。

「
静
雲
堂
主
人
」
…
仙
台
の
書
騨
、
伊
勢
屋
安
右
衛
門
の
四

代
目
、
通
称
斎
助

(
-
八
五
六
ー
？
）
。
静
雲
益
は
そ
の
号
。
（
『仙
台

人
名
大
辞
書
』
）
な
お
、
「
19

黄
葉
村
荘
記
」
参
照
。

「

芽
雹
激
葉
」

．．． 

芽
と
双
葉
。

「
蒸
焙
乾
浄
」
…
蒸
熱
、
乾
燥
、
焙
煎
な
ど
の
製
茶

の
工
程
。

「
煎
烹
滝
涌
」

．．． 

茶
を
煎
じ
て
掩
れ
る
こ
と
。
「
経
日
、

三
年
不
改
父
之
道
可
謂
孝
突
」
．．． 

「
三
年
無
改
於
父
之
道
、
可
謂
孝
突
」

（『論
語
』
学
而
）
「
追
孝
」
…
亡
き
父
祖
の
霊
に
よ
く
つ
か
え
る
こ
と
。

「
有
陰
徳
者
有
陽
報
」
…

「夫
有
陰
徳
者
必
有
陽
報
」
（
『
淮
南
子
』
人

間
訓
）

37

竹
香
園
記

大
竹
氏
有
茶
園
、
曰
竹
香
。
介
静
雲
堂
主
人
索
其
記
於
余
。
余
謂
、

竹
之

有
香
所
未
省
聞
而
是
曰
竹
香
、
何
以
可
記
之
乎
。
余
甚
惑
突
。
臆
、
我
知

之
。
大
竹
氏
之
園
其
広
如
野
、
為
圃
者
茶
也
。
為
林
者
竹
也
。
葱
々
之
色

与
椅
々
之
色
相
映
為
翠
嵐
為
蒼
霰
。
一
入
其
園
、
査
翠
染
衣
。
可
愛
可
楽

也
。
然
竹
無
消
霊
之
香
気
、
茶
無
段
郷
之
枝
條
。
天
之
忌
両
全
者
如
此
゜

欲
使
此
二
物
兼
有
之
、
登
可
得
哉
。
無
已
。
則
有

一
併
植
竹
与
茶
。
是
也

是
、
所
以
大
竹
氏
有
此
園
也
、
而
竹
香
之
名
不
虚
也
。
抑
園
主
以
大
竹
為

姓
、
以
売
茶
為
業
。
然
則
其
園
不
音
兼
有
竹
与
茶
、
又
於
其
姓
氏
与
営
業

可
謂
兼
有
之
也
。
至
此
益
知
竹
香
之
名
不
虚
也
。
且
夫
有
節
操
如
竹
之
堅
、

有
徳
性
如
茶
之
香
、
則
可
以
為
君
子
也
。
世
之
欲
為
君
子
者
、
徒
読
書
講

文
、
日
夕
労
心
於
言
語
文
学
之
間
、
無
為
耳
。
不
若
遊
大
竹
氏
之
園
、
見

椅
々
之
色
与
葱
々
之
色
。
以
近
取
之
手
身
学
其
徳
操
之
美
、
可
也
。
痰
大

竹
氏
不
独
私
此
園
之
景
致
、
広
放
開
以
示
世
人
。
賦
以
竹
之
操
、
蕉
以
茶

之
香
、
則
買
其
茶
者
将
謂
是
竹
香
園
之
茶
也
。
終
薫
化
竹
与
茶
之
徳
操
、

有
進
於
君
子
之
域
也
、
必
突
。

竹
香
圏
の
記

大
竹
氏
茶
園
有
り
、
竹
香
と
日
ふ
、
静
雲
堂
主
人
を
介
し
て
其
の
記
を
余

に
索
む
。
余
謂
へ
ら
く
、
竹
の
香
有
る
こ
と
、
未
だ
嘗
て
聞
か
ざ
る
所
に

し
て
、
是
れ
を
竹
香
と
日
ふ
、
何
を
以
て
之
れ
を
記
す
べ
け
ん
や
と
。
余
、

甚
だ
惑
へ
り
。
唸
、
我
之
れ
を
知
る
。
大
竹
氏
の
園
、
其
の
広
き
こ
と
野

そ
う
そ
う

の
如
く
、
圃
を
為
す
者
は
茶
な
り
。
林
を
為
す
者
は
竹
な
り
。
葱
々
の
色

と
椅
々
の
色
と
柑
映
え
て
、
翠
嵐
と
な
り
蒼
稿
と
な
る
。

一
た
び
園
に
入

れ
ば
、
蒼
翠
衣
を
染
む
。
愛
す
べ
く
楽
し
む
べ
し
。
然
も
竹
に
清
霊
の
香

じ
ょ
う

だ

気
無
く
、
茶
に
段
郷
の
枝
條
無
し
。
天
の
両
つ
な
が
ら
全
き
を
忌
む
こ
と
、

此
く
の
如
し
。
此
の

二
物
を
し
て
之
れ
を
兼
有
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
も
、

競
に
得
べ
け
ん
や
。
無
き
の
み
。
則
ち
一
た
び
に
竹
と
茶
と
を
併
せ
植
う

る
こ
と
有
り
。
是
れ
や
是
れ
、
大
竹
氏
此
の
園
有
る
所
以
に
し
て
、
竹
香

の
名
虚
し
か
ら
ざ
る
な
り
。
抑
々
園
主
、
大
竹
を
以
て
姓
と
為
し
、
茶
を

売
る
を
以
て
業
と
為
す
。
然
れ
ば
則
ち
其
の
園
音
だ
竹
と
茶
と
を
兼
有
す

る
の
み
な
ら
ず
、
又
た
其
の
姓
氏
と
営
業
に
於
い
て
之
れ
を
兼
有
す
と
謂

ふ
べ
し
。
此
に
至
り
、
益
々
竹
香
の
名
虚
し
か
ら
ざ
る
を
知
る
。
且
つ
夫

れ
節
操
有
る
こ
と
竹
の
堅
き
が
如
く
、
徳
性
有
る
こ
と
茶
の
香
ば
し
き
が

如
き
と
き
は
、

則
ち
以
て
君
子
た
る
べ
し
。
世
の
君
子
た
ら
ん
と
欲
す
る
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者
、
徒
に
書
を
読
み
文
を
講
じ
、
日
夕
心
を
言
語
文
学
の
間
に
労
し
て
、

為
す
こ
と
無
き
の
み
。
大
竹
氏
の
園
に
遊
び
、
椅
々
の
色
と
葱
々
の
色
と

を
見
る
に
若
か
ず
。
以
て
近
く
之
れ
を
身
に
取
り
、
其
の
徳
操
の
美
を
学

ん
で
可
な
り
。
痰
は
く
は
、
大
竹
氏
の
独
り
此
の
園
の
景
致
を
私
す
る

の
み
な
ら
ず
、
広
く
放
開
し
、
以
て
世
人
に
示
さ
ん
こ
と
を
。
賦
す
る
に

竹
の
操
を
以
て
し
、

黛
る
に
茶
の
香
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
其
の
茶
を
買

ふ
者
、
将
に
是
れ
竹
香
園
の
茶
と
謂
は
ん
と
す
。
終
に
竹
と
茶
の
徳
操
を

薫
化
し
て
、
君
子
の
域
に
進
む
こ
と
有
る
こ
と
、
必
せ
り
。

＊
「
大
竹
氏
」
・
「
静
雲
堂
主
人
」
…
と
も
に
前
出
。
「
葱
々
之
色
」

．．．
 
青。

こ
こ
で
は
茶
の
鮮
や
か
な
緑
を
い
う
。

「椅
々
之
色
」

…

「椅
々
」

は
美
し
く
盛
ん
に
繁
茂
す
る
さ
ま
。
「
色
」
と
す
る
の
は
や
や
不
審
だ
が
、

竹
林
の
見
事
さ
を
い
う
も
の
と
解
し
て
お
く
。
「
翠
嵐
」
…
山
が
す
み
。

山
か
ら
立
ち
上
る
薄
青
い
気
。

「蒼
箱
」
…
青
翁
。
青
み
が
か
っ

た

も
や
。

「臭
郷
」
…
枝
や
葉
が
長
く
し
な
や
か
な
さ
ま
。

「

賦
」
：
・

分
け
与
え
る
。
授
け
る
。

38

永
楽
園
記

永
楽
園
者
仙
台
茶
舗
、
後
藤
氏
所
製
之
茶
名
也
。
其
茶
品
質
佳
良
、
称
東

北
第
一
品
。
以
故
販
路
日
拡
大
、
貨
子
四
方
云
。
徴
記
於
余
。
余
乃
ー
中
日
、

永
享
其
楽
者
茶
也
。
後
藤
氏
取
子
此
以
名
之
乎
。
蓋
茶
之
為
物
、
梢
淡
芳

香
覚
眠
醒
酔
、
喫
之
而
不
飽
。
弄
之
而
不
厭
。
夏
昼
冬
夜
、
花
朝
月
夕
、

山
水
丘
軽
、
松
下
竹
辺
、
無
時
不
宜
、
無
処
不
佳
。
是
所
以
永
享
其
楽
也
。

若
夫
在
酒
客
淋
渦
甜
暢
、
杯
盤
狼
藉
、
歓
極
興
尽
、
酔
臥
困
倒
之
際
、
取

茶
一
喫
則
酔
夢
頓
醒
、
得
反
其
本
然
之
性
。
是
亦
使
酒
客
永
享
其
楽
者
也
。

然
則
茶
之
使
人
永
享
其
楽
者
、
可
謂
醒
酔
無
所
択
芙
。
茶
之
効
亦
大
哉
。

余
尚
別
有
求
於
後
藤
氏
之
茶
者
。
方
今
世
俗
酔
名
利
酔
私
欲
、
甚
則
身
刑

家
亡
。
不
甚
亦
身
辱
徳
敗
。
天
下
沿
沿
無
不
然
。
登
可
不
嘆
哉
。
庶
幾
後

藤
氏
之
茶
更
拡
大
其
販
路
、
輸
之
於
満
天
下
、
而
使
供
是
等
之
酔
客
有
所

覚
醒
其
酔
夢
、
而
亦
又
永
享
其
楽
。
是
不
独
余
之
志
、
信
後
藤
氏
之
志
亦

什

f
此
也
。
如
此
而
後
其
命
名
之
実
不
虚
乎
。

大
正
八
年
八
月
立
秋
後
数
日
雨
香
撰

永
楽
園
の
記

永
楽
園
は
仙
台
の
茶
舗
に
し
て
、
後
藤
氏
製
す
る
所
の
茶
の
名
な
り
。
其

の
茶
、
品
質
佳
良
、
東
北
の
第
一
品
と
称
す
。
故
を
以
て
販
路
日
に
拡
大

し
、
四
方
に
貨
す
る
と
云
ふ
。
記
を
余
に
徴
す
。
余
、
乃
ち
記
し
て
日
＜
、

永
く
其
の
楽
を
享
く
る
者
は
茶
な
り
。
後
藤
氏
此
れ
に
取
り
て
以
て
之
れ

に
名
づ
く
る
か
。
蓋
し
茶
の
物
た
る
、
清
淡
た
る
芳
香
眠
り
を
覚
ま
し
、

酔
ひ
を
醒
ま
し
、
之
れ
を
喫
し
て
飽
か
ず
。
之
れ
を
弄
し
て
厭
は
ず
。
夏

昼
冬
夜
、
花
朝
月
夕
、
山
水
丘
裾
、
松
下
竹
辺
、
時
と
し
て
宜
し
か
ら
ざ

る
こ
と
無
く
、
処
と
し
て
佳
な
ら
ざ
る
こ
と
無
し
。
是
れ
永
く
其
の
楽
を

り
ん
り

か
ん
ちぇう

が
く
る
所
以
な
り
。
若
し
夫
れ
酒
客
の
淋
満
酬
暢
、
杯
盤
狼
藉
し
、
歓
極

ま
り
籾
尽
き
て
酔
臥
困
倒
の
際
に
在
る
に
、
茶
を
取
り
一
喫
す
れ
ば
則
ち

酔
炒
頓
に
醒
め
、
其
の
本
然
の
性
に
反
る
を
得
。
是
れ
亦
た
酒
客
を
し
て

永
く
其
の
楽
を
享
け
し
む
る
者
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
茶
の
人
を
し
て
永
く

其
の
楽
を
享
け
し
む
る
者
は
、
醒
酔
択
ぶ
所
無
し
と
謂
ふ
べ
し
。
茶
の
効
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も
亦
た
大
な
る
か
な
。
余
尚
ほ
別
に
後
藤
氏
の
茶
に
求
む
る
者
有
り
。
方

今
、
世
俗
名
利
に
酔
ひ
、
私
欲
に
酔
ひ
、
甚
だ
し
け
れ
ば
則
ち
身
刑
せ
ら

れ
、
家
亡
ぶ
。
甚
だ
し
か
ら
ざ
る
も
亦
た
身
辱
め
ら
れ
、
徳
敗
る
。
天
下

沿
沿
と
し
て
然
ら
ざ
る
こ
と
無
し
。
登
に
嘆
か
ざ
る
べ
け
ん
や
。
庶
幾
は

く
は
後
藤
氏
の
茶
、
更
に
其
の
販
路
を
拡
大
し
、
之
れ
を
満
天
下
に
輸
し

て
、
是
等
の
酔
客
に
供
し
、
其
の
酔
夢
を
覚
醒
す
る
所
有
り
、
而
し
て
亦

た
又
た
永
く
其
の
楽
を
享
け
し
め
ん
こ
と
を
。
是
れ
独
り
余
の
志
な
る
の

こ
こ

み
に
あ
ら
ず
、
後
藤
氏
の
志
も
亦
た
此
に
存
す
る
こ
と
を
信
ず
る
な
り
。

此
く
の
如
く
し
て
後
、
其
の
命
名
の
実
に
虚
し
か
ら
ざ
る
か
。

大
正
八
年
八
月
立
秋
の
後
、
数
日
雨
香
撰
す

＊
「
後
藤
氏
」
…
仙
台
国
分
町
の
茶
商
。
屋
号
永
楽
屋
。
初
代
、
後
藤
宗

兵
衛
(
-
八
三

一
＼
九
一―-）
。
（
『
仙
台
人
名
大
辞
書
』
）
こ
こ
は
二
代
目

か
。

「
淋
消
」
…
勢
い
に
あ
ふ
れ
る
さ
ま
、
ま
た
盛
大
な
さ
ま
。

「甜

暢
」
…
酒
に
酔
っ
て
の
び
の
び
と
し
た
気
分
に
な
る
。

「
浩
浩
」
：
・

世
の
風
潮
に
従
っ
て
進
み
ゆ
く
さ
ま
。
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